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正味財産の部合計

政策分析シート（平成29年度）

政策No 10
部名 区民生活部
部長名 三枝 内線

政策名 活力ある地域コミュニティの形成

文化的寛容性 2.57 2.60

心豊かで活力に満ちた地域社会の形成を図るため、地域の活動拠点の整備を進めるとともに、地域コ
ミュニティによる様々な活動を支援する。

2.67 2.67 2.71

28年度

2.64

地域に頼れる人がいる実感度 2.63

2500

関連部名 総務企画部、地域文化スポーツ部、子育て支援部

行政評価
事業体系

分野 Ⅴ 文化創造都市

指
　
　
　
標

ふれあい館整備率(%)

政策の成果とする指標名

2.65 2.71

幸福実感指標名
26年度 27年度

地域の人との交流の充実度

指標の推移
指標に関する質問文

お住まいの地域の方と交流することで充実感が得られていると感じますか？

青少年育成事業参加者数 53,006

町会加入率(%) 63 63 59 60 65加入世帯数／区内世帯数

65 65 65 65

26年度 27年度 28年度
29年度
見込み

目標値
(38年度)

56,500

75整備箇所／数計画数(20館)

55,78456,00056,000
各地区の青少年育成事業（こどもまつ
り等）の参加者数

お住まいの地域に頼れる人がいると感じますか？

8,075 ‐
扶助費 ‐ 0 ‐

図書館入館者数 1,288,2241,271,3371,212,7641,600,000

スポーツ実施率 ‐ ‐ 38.8 40.0

ゆいの森あらかわ及び各図書館の入館
者数の総計

区民の図書館利用登録者数／住基人口

国庫支出金

分担金及び負担金 ‐ 0 ‐

区民の図書館利用登録率(%) 20.3 20.1 23.9

‐

お住まいの地域に、文化や言語が異なる人々への思いやりや寛容さがあると感じます
か？

1,800,000

24.5 25.0

2,192 ‐
維持補修費 ‐ 49,766 ‐ 都支出金 ‐

50.0
週1回以上、運動やスポーツ活動を行っ
ている人の割合

指標の推移
指標に関する説明

‐ 1,682,867 ‐行
政
コ
ス
ト
計
算
書

‐

補助費等 ‐ 194,977 ‐ 使用料及び手数料 ‐ 91,703 ‐

勘定科目 27年度 28年度 差額 勘定科目 27年度 28年度 差額

行
政
費
用

給与関係費 ‐ 643,687 ‐

行
政
収
入

地方税等 0 ‐
物件費

賞与・退職給与引当金繰入額 ‐ 33,971 ‐ 行政収支差額(a)-(b)=(c) ‐ ▲ 3,185,395 ‐
その他行政費用 ‐ 275,960 ‐ 金融収支差額(d) ‐ ▲ 45,365 ‐

減価償却費 ‐ 494,384 ‐ その他行政収入 ‐ 88,247 ‐
不納欠損・貸倒引当金繰入額 ‐ 0 ‐ 行政収入合計(a) ‐ 190,217 ‐

貸
借
対
照
表

勘定科目 27年度 28年度 差額 勘定科目 27年度 28年度 差額
流
動
資
産

収入未済 ‐ 4 ‐ 流動負債 ‐

行政費用合計(b) ‐ 3,375,612 ‐ 通常収支差額(c)+(d)=(e) ‐ ▲ 3,230,760 ‐
特別費用(g) ‐ 4,647 ‐ 特別収入(f) ‐ 72 ‐

275,602 ‐
不納欠損引当金 ‐ 0 ‐ 還付未済金 ‐ 0 ‐

特別収支差額(f)-(g)=(h)‐ ▲ 4,575 ‐ 当期収支差額(e)+(h) ‐ ▲ 3,235,335 ‐

その他の流動資産 ‐ 0 ‐ 特別区債 ‐ 252,216 ‐

固
定
資
産

有形固定資産 ‐ 26,326,666 ‐ 賞与引当金 ‐ 23,386 ‐
土地 ‐ 11,365,571 ‐ その他の流動負債 ‐ 0

建物減価償却累計額 ‐ ▲ 9,248,162 ‐ 特別区債 ‐ 5,925,363 ‐
工作物等 ‐ 1,528,673 ‐ 退職給与引当金 ‐ 247,156 ‐

‐
建物 ‐ 23,622,777 ‐ 固定負債 ‐ 6,172,519 ‐

89,313 ‐ ‐ 20,036,140 ‐

工作物等減価償却累計額 ‐ ▲ 942,196 ‐ その他の固定負債 ‐ 0 ‐
無形固定資産 ‐ 303 ‐ 負債の部合計 ‐ 6,448,121 ‐

資産の部合計 ‐ 26,484,261 ‐ 負債及び正味財産の部合計 ‐ 26,484,261 ‐

建設仮勘定 ‐ 67,975 ‐ 正味財産 ‐ 20,036,140 ‐
その他の固定資産 ‐



No2
政策の現状・課題・今後の方向性

課
題

○地域活動を行っている方々が全体的に高齢化、固定化しており、より円滑な事業執行を図るために
も、町会組織の活性化を行う必要がある。
○ふれあい館は地域コミュニティの核であることから、各館のサービス内容の維持向上や適切な事業運
営について、検証･評価･改善を行っていく必要がある。
○区民が運動やスポーツを楽しむきっかけづくりや、地域で気軽にスポーツを楽しむことのできる環境
づくりが不可欠である。
○活動を担っている方々が全体的に固定化しているなどの課題がある。

○町会や自治会などの自主的な活動を支援するとともに、ボランティア活動に対する普及啓発を進め、
地域コミュニティの機能を更に高める取組を進める。
○新しく区民となられた方々が円滑にコミュニティへ参加できるよう支援し、地域社会の活性化を図っ
ていく。
○活気に満ち溢れた地域コミュニティ形成のため、地域に親しまれた図書館の運営やスポーツ活動を通
じ、地域における交流を促進する。

スポーツの推進
重点的
に推進

重点的
に推進

　スポーツは世界共通の人類の文化であり、心身ともに健康
で文化的な生活を営むうえで不可欠なものである。子どもか
ら高齢者まで、障がいの有無に関わらず、区民の生涯スポー
ツの推進を図る当施策の優先度は高い。

○人々の交流を活発にし、絆を強化することが心豊かで活力のある地域社会を形成するための重要な条
件であり、その根幹を担うのが町会である。
○未整備ふれあい館整備に必要な用地(1,000㎡程度)の取得に向け、土地所有者への働きかけを行って
いる。
○平成27年度に実施したアンケートでは、運動不足を感じている区民は８割を超え、区民のスポーツ実
施率は４割弱に留まっている。
○各団体が、町会、学校、警察などの団体と連携を図りながら地域に根付いた活動を行っており、青少
年健全育成活動の枠を超えて、地域見守り活動等の多面的な展開をみせている。

青少年育成運動は、地域に定着し、活気ある地域コミュニ
ティを形成するうえで必要不可欠な施策となっている。
防災、防犯、環境美化等の面からも大きな役割を果たしてお
り、区として引き続き推進していく必要がある。

「読書のまちづくり」の推進
重点的
に推進

政策を構成する施策の分類

施策名

地域活動の支援と人材育成
重点的
に推進

重点的
に推進

荒川区の強みである「地域力」を更に強化するためにも、重
点的に推進する必要がある。

地域文化とコミュニティの拠点づくり

30年度
設　定

人権・平和の普及啓発 推進 推進
人権・平和・男女共同参画について、広く区民に普及・啓発
していく。

重点的
に推進

青少年健全育成運動への支援

重点的
に推進

　図書館は、区民の生涯学習活動、区の情報発信の拠点とし
て最も身近な存在であり、自立した区民の成長と地域の活性
化の礎となる公共施設であることから、当該施策の優先度は
高い。

現
状

今
後
の
方
向
性

推進 推進

政策推進の
ための分類

分類についての説明・意見等
29年度
設　定

重点的
に推進

ゆいの森あらかわの活用を積極的に進めるとともに、各地域
における拠点施設の整備に向けた準備業務と、既存施設の運
営の効率化を継続して実施する。


